
※
付
属
設
備
使
用
料
は
別
途
徴
収
し
ま
す
。

　

（
１
区
分
２
０
０
円
）

※
時
間
区
分
は
、
４
時
間
を
１
区
分
と
し

　

ま
す
。
た
だ
し
、
社
会
体
育
施
設
は
、

　

半
面
ご
と
３
時
間
を
１
区
分
と
し
ま
す
。

個
人
利
用
料
（
施
設
一
般
開
放
な
ど
）

　

個
人
利
用
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
１
０
０
円
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
冬
期
間
は
暖
房
料
の
相
当
額

と
し
て
２
割
（
20
円
）
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

※
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
使
用
料
、
温
水
プ
ー

　

ル
使
用
料
、
乗
馬
施
設
使
用
料
な
ど
は
、　

　

対
象
外
で
す
。
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平
成
平
成
2929
年年
99
月
に
策
定

月
に
策
定

し
た
「
使
用
料
・
手
数

し
た
「
使
用
料
・
手
数

料
等
の
見
直
し
に
関
す

料
等
の
見
直
し
に
関
す

る
基
本
方
針
」
に
基
づ

る
基
本
方
針
」
に
基
づ

き
協
議
を
進
め
て
き
ま

き
協
議
を
進
め
て
き
ま

し
た
公
共
施
設
の
使
用

し
た
公
共
施
設
の
使
用

料
や
各
種
手
数
料
に
つ
い

料
や
各
種
手
数
料
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
４
月
１
日

て
、
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
料
金
の
改
定
を
行

か
ら
料
金
の
改
定
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

　　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願

理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

問
合
せ

問
合
せ

　　
静
内
庁
舎
総
務
課

　　
静
内
庁
舎
総
務
課

　　
☎☎
４
９
‐
０
２
５
９

４
９
‐
０
２
５
９

令和２年
４月１日
から

使用料・手数料
を改定します

割
増
料
金
や減

額
・
免
除
基
準

割
増
料
金

　

物
品
の
販
売
、
宣
伝
な
ど
の
商
行
為
お

よ
び
興
行
で
の
入
場
料
徴
収
な
ど
、
営
利

を
目
的
と
し
て
各
施
設
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、
使
用
料
の
20
割
増
（
３
倍
）
を
徴

し
ま
す
。

減
額
基
準

　

町
内
に
公
共
的
団
体
の
支
部
を
有
す
る

団
体
が
主
催
す
る
行
事
な
ど
で
減
額
が
必

要
で
あ
る
と
町
が
認
め
る
場
合
な
ど

免
除
基
準

毅
町
が
主
催
ま
た
は
共
催
す
る
行
事
な
ど

　

で
使
用
す
る
場
合

毅
中
学
生
以
下
が
町
が
認
め
る
行
事
な
ど

　

で
使
用
す
る
場
合

毅
高
校
生
が
部
活
動
で
使
用
す
る
場
合
な

　

ど
社
会
教
育
団
体
な
ど
（
サ
ー
ク
ル
活
動
）

へ
の
減
額
措
置

　

社
会
教
育
団
体
、
社
会
体
育
団
体
な
ど

の
利
用
に
お
け
る
料
金
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
、
現
行
の
１
回
（
１
区
分
）

５
０
０
円
を
継
続
し
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
冬
期
間
は
暖
房
料
の
相
当
額

と
し
て
２
割
（
１
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し

ま
す
。

料
金
以
外
の
見
直
し

社
会
教
育
団
体
な
ど
（
サ
ー
ク
ル
活
動
）

の
減
額
対
象
と
な
る
施
設
の
拡
充

　

こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
い
た
公
民
館
な

ど
の
施
設
に
加
え
、
生
活
館
な
ど
に
つ
い

て
も
１
回
５
０
０
円
で
の
利
用
対
象
施
設

と
し
て
拡
充
し
ま
す
。

施
設
の
貸
し
出
し
単
位
の
変
更

　

公
民
館
や
ピ
ュ
ア
プ
ラ
ザ
、
生
活
館
な
ど

の
貸
し
出
し
単
位
に
つ
い
て
は
、
利
用
の
し

や
す
さ
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
の
午
前
・
午

後
な
ど
の
「
時
間
区
分
」
か
ら
「
１
時
間
単

位
」
に
変
更
し
ま
す
。

　使用料・手数料を改定します

上限額の設定
　

　料金の改定により、大幅

に料金が上がるものは、急

激な負担の増加を抑制する

た め、 現 行 料 金 の1.2倍 を

改定料金の上限額としてい

ます。

上限は
現行料金の
1.2 倍

料金改定の考え方
　

　今回の改定は、受益者負

担の適正化や負担の公平性

を確保する観点から「原価

算 定 方 式 」 を 用 い て 行 政

サービスに必要なコストを

算出し、それぞれのサービ

スの性質に合わせた受益者

負担の割合（負担なし、５

割負担、10割負担）を定め、

算定根拠を明確にし、料金

を改定するものです。

負担は
正しく
公平に

定期的な改定と
行政の努力

　受益者負担の公平性を確

保するため、使用料・手数

料などの改定は、原則とし

て４年ごとに実施します。

また、人件費や維持管理費

が使用料算定の基本となる

ことから、業務の見直しや

改善を積極的に行い、行政

サービスの提供に必要な経

費の削減に努めます。

改定は
定期的に
４年ごと

今月号から数回にわたり、主な使用料・手数料の改定料金をお知らせします。
今回は、各種証明書やごみ袋などについて、ご紹介します。

種　別 現　行 ➡ 改定後

住民票の写し・証明書の交付

300円 ➡ 360円

印鑑登録証明書・印鑑登録証の交付

身分及び身元に関する証明

本籍、住所及び居所に関する証明

戸籍の附票の写し

住民窓口
各種証明
手数料

 【問合せ】静内庁舎生活環境課　☎ 49‐0290（直通） 

種　別 現　行 ➡ 改定後
租税公課に関する証明

（所得、課税及び納税に関する証明）
500円

➡
360円

固定資産に関する証明
（土地及び家屋に関する評価証明）

500円 590円

住宅用家屋に関する証明 1,300円 1,420円

税務
各種証明
手数料

 【問合せ】静内庁舎税務課　　　☎ 49‐0285（直通） 

種　別 現　行 ➡ 改定後

犬の登録手数料 3,800円 ➡ 2,470円

狂犬病予防注射済票交付手数料 700円 620円

犬の登録
など

 【問合せ】静内庁舎生活環境課　☎ 49‐0289（直通） 

種　別 現　行 ➡ 改定後

静内葬苑・三石葬斎場使用料
15歳以上 13,000円 ➡ 15,600円

15歳未満 8,500円 10,200円

火葬場
使用料

 【問合せ】静内庁舎生活環境課　☎ 49‐0289（直通） 


